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開発した技術を説明するエッジコーティックスのダスグ
プタＣＥＯ（15日、東京都江東区）

エッジコーティックス、デバイス上で動くＡＩ技術開発

　半導体の設計開発を手掛けるスタートアップ、エッジ
コーティックス（東京・中央）は15日、人工知能（Ａ
Ｉ）搭載ロボットなどを想定した技術を公開した。ＡＩ
がデバイス上で動くのが特徴で、応答精度が高まり、消
費電力は低くなる。

　同日都内で開かれたＡＩ技術の展示会でのデモでは、
デバイス搭載のＡＩがネットにつながずに、チャット上
で利用者の質問に答えたり、カメラに写った来場者の服
装や動作を描写したりしていた。米グーグル出身の研究
者らが日本で設立した新興企業、サカナAI（東京・港）
による小規模言語モデル（SLM）「TinySwallow」を搭
載。使用電力は最大7ワット以下で、エヌビディアの画像
処理半導体（ＧＰＵ）と比べ消費電力は5分の1以下に抑
えられるという。

　サキャシンガ・ダスグプタ最高経営責任者（ＣＥＯ）は「汎用的な用途ではなく、工場など限定されたシー
ンでの使用で実用化に向いている」と説明する。今後はＡＩの精度や使用者からみた使い勝手を改善する。

　エッジコーティックスは2019年に設立された。半導体チップを動かすソフトウエアの設計技術に強みを持
ち、ルネサスエレクトロニクスなどが出資している。ダスグプタ氏は米ＩＢＭや理化学研究所で研究開発を経
験してきた。回路線幅6ナノ（ナノは10億分の1）メートル以下のより高度なＡＩ半導体を26年にも開発し次
世代インフラ向けに販売する計画も進める。
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